
問
永
和
駅
西
側
「
佐
屋
踏

切
」
は
、
激
し
い
渋
滞
を
引

き
起
こ
し
て
い
る
。
踏
切
が

位
置
す
る
道
路
は
、
県
の
都

市
計
画
道
路
で
あ
り
、
国
土

交
通
省
か
ら
「
自
動
車
ボ
ト

ル
ネ
ッ
ク
踏
切
」
に
指
定
さ

れ
、
早
期
の
改
良
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
改

良
の
必
要
性
が
高
く
、
市
と

し
て
も
県
に
要
望
を
続
け
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な

ぜ
未
だ
に
着
手
に
至
ら
な
い

の
か
。
最
大
の
ネ
ッ
ク
は
。

答
現
在
、
県
は
、
永
和
駅

東
側
の
日
光
川
右
岸
堤
防
災

道
路
を
整
備
す
る
こ
と
で
、

踏
切
の
渋
滞
緩
和
に
寄
与
す

る
と
見
込
ん
で
お
り
、
整
備

を
優
先
的
に
進
め
て
い
る
。

踏
切
渋
滞
の
改
善
は
、
防
災

道
路
の
整
備
が
一
定
程
度
進

捗
し
た
段
階
で
、
改
め
て
そ

の
実
現
可
能
性
を
検
討
す
る
。

問
県
が
掲
げ
る
整
備
完
了

の
目
標
年
次
は
い
つ
か
。
迂

回
路
と
な
る
「
J
R
関
西

本
線
区
間
」
開
通
ま
で
に
、

相
当
な
時
間
を
要
す
る
と
見

込
ま
れ
る
場
合
、
具
体
的
な

ネ
ッ
ク
や
要
因
は
何
か
。

答
事
業
完
了
の
時
期
は
、

現
時
点
に
お
い
て
県
か
ら
示

さ
れ
て
い
な
い
。
J
R
関
西

本
線
区
間
は
、
河
川
の
堤
防

改
修
に
伴
う
橋
梁
の
架
け
替

え
を
含
む
複
雑
な
工
事
と
な

る
。
J
R
東
海
と
の
協
議
・

調
整
に
加
え
、
事
業
費
の
確

保
に
も
時
間
を
要
し
て
い
る
。

問
踏
切
改
良
や
防
災
道
路

の
双
方
が
、
10
年
20
年
と
時

間
を
要
す
る
見
込
で
あ
れ
ば
、

渋
滞
緩
和
の
具
体
的
な
一
石

と
し
て
、
駅
利
用
者
の
安
全

確
保
と
動
線
の
分
散
を
比
較

的
短
期
に
図
る
こ
と
が
で
き

る「
永
和
駅
北
側
改
札
設
置
」

は
重
要
な
選
択
肢
だ
。
か
つ

て
の
答
弁
に
あ
っ
た
津
島
市

や
蟹
江
町
と
の
「
永
和
駅
周

辺
整
備
に
関
す
る
勉
強
会
」

を
早
急
に
再
開
し
、
愛
西
市

が
中
心
と
な
っ
て
広
域
的
な

協
議
を
加
速
し
て
ほ
し
い
が

見
解
は
。

答
今
後
は
、
津
島
市
、
蟹

江
町
が
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
、

勉
強
会
等
に
よ
り
広
域
的
な

見
地
か
ら
共
通
し
た
課
題
の

共
有
に
努
め
る
。

自
主
防
災
会
へ
の

人
的
な
活
動
支
援
を

問
予
算
削
減
の
一
方
で
、

地
域
防
災
力
を
低
下
さ
せ
な

い
た
め
に
、
職
員
に
よ
る
積

極
的
な
伴
走
や
「
防
災
専
門

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
の
派
遣
等
、

現
場
を
支
え
る
「
人
的
な
支

援
体
制
」
を
、
ど
う
強
化
し

て
い
く
の
か
。

答
防
災
に
関
す
る
専
門
的

知
見
を
有
す
る
職
員
や
専
門

家
に
よ
る
支
援
が
有
効
で
あ

る
。
今
後
も
、
県
事
業
を
積

極
的
に
活
用
し
な
が
ら
、
専

門
家
の
派
遣
を
含
め
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
支
援
の
充

実
を
検
討
す
る
。

永和駅周辺整備に
関する勉強会の再開は

石崎　誠子議員

津島市・蟹江町と課題の共有に努める
産業建設部長

▲踏切手前で2つの道路が1つになり渋滞に
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一般質問～市政を問う～


